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教
諭 

 
 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

(3) 栄養教諭等 

ア 基礎形成期 

指標 校内研修 校外研修 

教
職
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、よ

りよい教育の実現に向けて、研究

と修養に励み、教員として常に学

び続ける向上心を有している  

・教員としての仕事に対する使命感

や誇りをもち、責任感をもって職

務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、高

い倫理観を有するとともに、優れ

た自己管理能力を備えている 

・指導教員等から

助言を受け、教育

課題に関わる法

的な位置付けや

学習指導要領を

確認するなどし

て、主体的に対応

できるように知

識・理解を深める 

・指導教員や研修

担当教員等から

連携等の方法等

について指導・助

言を受けながら

業務を遂行する 

・実践的指導力と

使命感を養うと

ともに、幅広い知

見を身に付ける 

・授業力、児童生徒

理解力、専門的指

導力を向上する 

 

＜研修例＞ 

・初任者研修講座 

・初期研修講座 

・研究会主催研修

会 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、多

様な児童生徒を受容するととも

に、良好な人間関係を構築する力

を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思いを

正しく受け止め、自分の思いを適

切に伝える優れたコミュニケーシ

ョン能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒との信頼関

係を築いている 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・学校及び教職の意義を理解し、組織

の一員として果たすべき役割を十

分理解して職務を遂行することが

できる 

・食育と学校給食の管理の基本的な

知識を的確に活用することができ

る 

連
携
・
協
働 

・家庭や地域に対して、食育推進の方

針等を説明し、理解と協力を得る

ことができる 

・家庭や地域の協力のもと食育を効

果的に進めることができる 

危
機
管
理 

・学校安全に関する基礎的な知識を

有し、事象発生時には正しい手順

で対応することができる 

・未然防止のための身の回りの安全

点検を確実に行うことができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

教
諭 

伸
長
期  

 

教
諭 

伸
長
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

専
門
領
域
に
お
け
る
指
導 

栄
養
管
理 

・学校給食摂取基準について理解

し、地場産物の活用に配慮した献

立を作成することができる 

・研修担当教員等

から栄養管理や

衛生管理につい

て指導・助言を受

けながら業務を

遂行する 

・指導教諭等の授

業を参観する 

・教職員等と食に

関する目標や取

組内容を相談し

たり、協議したり

する 

 

・実践的指導力と

使命感を養うと

ともに、幅広い知

見を身に付ける 

・専門的知見を深

める 

 

＜研修例＞ 

・初任者研修講座 

・初期研修講座 

・教科等専門研修

講座 

・研究会主催研修

会 

衛
生
管
理 

・学校給食衛生管理基準について理

解し、安全で安心な給食を提供す

ることができる 

各
教
科
等
に
お
け
る
食

に
関
す
る
指
導 

・学級担任や教科担任等と連携し、

食育の視点を意識した食に関する

指導の実践や資料提供をすること

ができる 

・学校給食を生きた教材として活用

した食に関する指導を実践するこ

とができる 

個
別
的
な
相

談
指
導 

・偏食、肥満・痩身、食物アレルギー

等について理解し、他の教職員や

保護者と連携して対応することが

できる 

評
価
・
改
善 

・給食管理や食に関する指導の取組

状況から自己の取組を評価し、研

修等の機会を通して知識の向上及

び指導方法等の改善に取り組むこ

とができる 

生
徒
指
導 

児
童
生
徒
理
解
に
基
づ

く
集
団
づ
く
り 

・児童生徒の言動や心の動きからそ

の児童生徒の置かれている現状を

理解することができる 

・食に関する指導の時間や休憩時間

等のあらゆる場面において、児童

生徒一人一人と積極的に向き合う

ことができる 

・生徒指導担当教

員等による研修

や指導・助言を受

ける 

・学年や分掌等で

テーマを決め、相

談したり、協議し

たりする 

・生活指導に関す

る会議等で意見

を述べたりする 

・生徒指導、教育相

談に関する基本

的な知識を身に

付ける 

 

＜研修例＞ 

・初任者研修講座 

・初期研修講座 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修 

 会 指
導 

・全ての児童生徒が自発的・主体的

に成長や発達をしていく過程を支

える視点を理解している。 

・深刻な課題を抱える特定の児童生

徒に対して、他の教職員からの助

言・支援を得ながら事象に対応す

ることができる 
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教
諭 

 
 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
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養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

教
育
相
談 

・児童生徒の状況に応じて、教育相談

等の必要性を判断したり、SC・SSW

や関係機関等との円滑な連携を図

ったりするために、児童生徒の実

態等の現状について、他の教職員

に確実に報告・連絡・相談すること

ができる 

・教育相談に関わる基礎理論を理解

し、様々な資質や能力の積極的な

獲得を支援する教育相談を実践す

ることができる 

  

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応 

・児童生徒が示すサインや健康課題

等の早期発見に努め、児童生徒の

行動等の背景にある特性について

理解するなど実態把握をすること

ができる 

・児童生徒の食物アレルギー等の実

態に応じた個別の教育支援計画の

作成に参加し、それらに基づいた

適切な指導・支援をすることがで

きる 

・児童生徒への適切な指導・支援を行

うために、管理職や他の教職員に

相談しながら、校内の支援体制を

活用して組織的に対応することが

できる  

・特別支援教育コ

ーディネーター

や指導教員等か

ら助言を受け、個

別の教育支援計

画等の作成に参

画し、SC等から助

言を受け、支援の

ための知識・理解

を深める 

・特別支援教育等

に関する基本的

な知識を身に付

ける 

 

＜研修例＞ 

・初任者研修講座 

・初期研修講座 

・課題別研修講座 

・県教委主催研修   

 会 

・研究会主催研修 

 会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

学
校
給
食
管
理
や
食
に

関
す
る
指
導
へ
の
活
用 

・学校におけるＩＣＴ活用の意義を

理解し、学校給食の管理や食に関

する指導等において、ＩＣＴを適

切に活用することができる 

・デジタル技術の

活用や、情報活用

能力の育成に係

る実践について

指導教員等の助

言を受ける 

・ＩＣＴ活用指導

力を高めるため、

教職員等で相談

したり、協議した

りする 

・ＩＣＴ活用に関

する基本的な知

識や技術を身に

付ける 

 

＜研修例＞ 

・初任者研修講座 

・初期研修講座 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
指
導
力 

・学校給食の管理や食に関する指導

において、ＩＣＴを活用して情報

の管理や発信をすることができる 

デ
ー
タ
の

利
活
用 

・データを適切に活用することの意

義と効果を理解し、活用すること

ができる 
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養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
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養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

イ 基礎定着期 

指標 校内研修 校外研修 

教
職
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、

よりよい教育の実現に向けて、研

究と修養に励み、教員として常に

学び続ける向上心を有している  

・教員としての仕事に対する使命感

や誇りをもち、責任感をもって職

務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、

高い倫理観を有するとともに、優

れた自己管理能力を備えている 

・教育課題に関わ

る法的な位置付

けや学習指導要

領を理解し、主

体的に対応でき

るように知識・

理解を深める 

・教職員と連携等

の方法等につい

て協議しながら

業務を遂行する 

・主体的、意欲的に

研 修 に 取 り 組

み、知識や理解

を深める 

・連携等の具体的

な方法を身に付

ける 

 

＜研修例＞ 

・中堅教諭等資質

向上研修講座 

・研究会主催研修

会 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、

多様な児童生徒を受容するととも

に、良好な人間関係を構築する力

を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思い

を正しく受け止め、自分の思いを

適切に伝える優れたコミュニケー

ション能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒との信頼関

係を築いている 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・学校の社会的役割を理解し、他の

教職員と協働し、組織の一員とし

て、自身の意見を効果的に伝える

など積極的に教育課程や組織の運

営に参画することできる 

・学校教育目標を理解し、年間指導

計画に基づく食育の推進や学校給

食の管理及び運営をすることがで

きる 

連
携
・
協
働 

・家庭や地域・関係機関等に対して、

自校の食育推進の方針等を伝えつ

つ、それぞれの理解と協力を得る

ことができる 

・家庭や地域・関係機関等と良好な

関係を築き、連携・協働した食育

活動を推進することができる 
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着
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養
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伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

危
機
管
理 

・危機管理の重要性や自身の役割を

十分理解し、事象発生時には適切

に対応することができる 

・安心・安全な学校づくりに他の教

職員と協働して取り組むことがで

きる 

  

専
門
領
域
に
お
け
る
指
導 

栄
養
管
理 

・児童生徒の実態を把握し、適切な

栄養管理や教育的な配慮のある献

立を作成することができる 

・教職員や地域の

栄養教諭等と栄

養管理や衛生管

理について協議

しながら業務を

遂行する 

・他の教員の授業

を参観する 

・教職員等と食に

関する目標や取

組内容を協議す

る 

 

・他の栄養教諭等

と栄養管理や衛

生管理について

協議しながら実

践的指導力を向

上させる 

・各教科等におけ

る食に関する指

導の実践力を身

に付ける 

 

＜研修例＞ 

・中堅教諭等資質

向上研修講座 

・教科等専門研修

講座 

・県教委主催研修

会 

・研究会主催研修

会 

衛
生
管
理 

・学校給食衛生管理基準に基づき、

調理従事者への衛生管理指導や施

設設備の改善に取り組むことがで

きる 

各
教
科
等
に
お
け
る
食
に
関

す
る
指
導 

・食育の視点について理解し、専門

的な立場から担任と協働し、食に

関する指導を実践することができ

る 

・児童生徒の実態を把握し、栄養教

諭の専門性を生かし、学級担任等

と連携して食に関する指導を実践

することができる 

個
別
的
な
相
談

指
導 

・専門職としての知識を生かし、学

級担任や養護教諭、学校医等と連

携しながら児童生徒の発達段階に

応じた対応や相談指導を行うこと

ができる 

評
価
・
改
善 

・給食管理や食に関する指導の取組

状況から自己の取組を評価し、課

題を明確にした上で、改善に取り

組むことができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

教
諭 

伸
長
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

生
徒
指
導 

児
童
生
徒
理
解
に
基
づ
く
集

団
づ
く
り 

・児童生徒の日々の観察を基に、行

動の変化を細部まで見逃さず捉

え、児童生徒の生活背景を踏まえ

た実態の把握を行うことができる 

・食に関する指導の全体計画や年間

指導計画に基づき、状況に応じて

自らの意見を述べ、食に関する指

導を行うことができる 

・生徒指導担当教

員等と相談した

り協議したりす

る 

・学年や分掌等で

テーマを決め、

相談したり、協

議したりする 

・生活指導に関す

る会議等で意見

を述べたりする 

・生徒指導や教育

相談に関する専

門的な知見を深

め、具体的な指

導方法を身に付

ける 

 

〈研修例〉 

・中堅教諭等資質

向上研修講座 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

指
導 

・全ての児童生徒が自発的・主体的

に自ら成長を促すことのできるよ

う寄り添い指導することができる 

・深刻な課題を抱える特定の児童生

徒に対して、他の教職員や関係機

関等と連携しながら事象への多様

な対応をすることができる 

教
育
相
談 

・児童生徒の状況に応じて、教育相

談等の必要性を判断したり、ＳＣ・

ＳＳＷや関係機関等との円滑な連

携を図ったりするために、児童生

徒の実態等の現状について、他の

教職員に確実に報告・連絡・相談

することができる 

・教育相談に関わる基礎理論を理解

し、様々な資質や能力の積極的な

獲得を支援する教育相談を実践す

ることができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
  

 
 

教
諭 

 
 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応 

・児童生徒が示すサインや健康課題

等の早期発見に努め、児童生徒の

行動等の背景にある特性について

理解するなど実態把握をすること

ができる 

・児童生徒の食物アレルギー等の実

態に応じた個別の教育支援計画の

作成に参加し、それらに基づいた

適切な指導・支援をすることがで

きる 

・児童生徒への適切な指導・支援を

行うために、管理職や他の教職員

に相談しながら、校内の支援体制

を活用して組織的に対応すること

ができる  

・特別支援教育コ

ーディネーター

等と相談しなが

ら、個別の教育

支援計画等の作

成に参画し、SC

等から助言を受

け、支援のため

の知識・理解を

深める 

・特別支援教育等

に関する知識を

深め、具体的な

支援の方法を身

に付ける 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

学
校
給
食
管
理
や
食
に

関
す
る
指
導
へ
の
活
用 

・ＩＣＴを活用し、効率的な学校給

食の管理と効果的な食に関する指

導ができる 

・デジタル技術の

活用や、情報活

用能力の育成に

係る実践につい

て教職員等と協

議する 

・ＩＣＴ活用指導

力 を 高 め る た

め、教職員等で

相談したり、協

議したりする 

・ＩＣＴ活用指導

力を向上させ、

具体的な指導方

法を身に付ける 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
指
導
力 

・ＩＣＴを活用した食に関する指導

を行うことができる。 

デ

ー

タ

の

利
活
用 

・児童生徒の健康課題等の改善のた

め、データを適切に活用し、指導

に役立てることができる 



 

- 72 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

教
諭 

伸
長
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

ウ 伸長期 

指標 校内研修 校外研修 

教
職
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、

よりよい教育の実現に向けて、研

究と修養に励み、教員として常に

学び続ける向上心を有している  

・教員としての仕事に対する使命感

や誇りをもち、責任感をもって職

務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、

高い倫理観を有するとともに、優

れた自己管理能力を備えている 

・教育課題に関わ

る法的な位置付

けや学習指導要

領を理解して、

主体的に対応す

る 

・校務分掌を担う

中核教員等と連

携し業務を遂行

する 

・主体的、意欲的に

研 修 に 取 り 組

み、知識や理解

を向上する 

・連携等の具体的

な方法について

助言する力を身

に付ける 

 

〈研修例〉 

・キャリアアップ

研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、

多様な児童生徒を受容するととも

に、良好な人間関係を構築する力

を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思い

を正しく受け止め、自分の思いを

適切に伝える優れたコミュニケー

ション能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒との信頼関

係を築いている 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・自身や学校の強み・弱みを理解し、

学校組織をつなぐ中核として、業

務の見直しや課題解決に向けて、

教育課程や組織の運営に関して他

の教職員に助言することができる 

・食育の推進や学校給食運営に積極

的に関わり、学校教育目標の具現

に向け、工夫・改善することがで

きる 

・学年・分掌経営等に取り組むとと

もに、食育の推進に関して他の教

職員に助言することができる 

連
携
・
協
働 

・家庭や地域・関係機関等と連携・

協働し、自校の食に関する課題を

解決するための手法を他の教職員

に助言することができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

教
諭 

 
 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

危
機
管
理 

・危機の未然防止に率先して取り組

むことができる 

・危機管理の具体的な方法につい

て、他の教職員に助言することが

できる 

  

専
門
領
域
に
お
け
る
指
導 

栄
養
管
理 

・地域の実情等に十分配慮し、教科

等と連携した魅力ある献立を作成

することができる 

・教職員や地域の

栄養教諭等と栄

養管理や衛生管

理について協議

しながら業務を

遂行するととも

に、必要に応じ

て指導・助言を

する 

・教員等の授業を

参観し、必要に

応じて助言する 

・教職員等と食に

関する目標や取

組内容を協議す

る 

 

・専門的知識と実

践力を向上させ

るとともに助言

する力を身に付

ける 

・各教科等におけ

る食に関する指

導に係る実践力

を向上する 

 

〈研修例〉 

・教科等専門研修

講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・県教委主催研修

会 

・研究会主催研修

会 

 

衛
生
管
理 

・調理従事者や調理場などの衛生管

理について、日常的に評価・改善

に努めるとともに、適切に指導・

助言することができる 

各
教
科
等
に
お
け
る
食

に
関
す
る
指
導 

・教科等のねらいを理解し、学習内

容に食育の視点を位置づけ、意図

的に指導することができる 

・給食時の指導計画を示し、献立や

使用されている食品を活用した効

果的な指導を実践することができ

る 

個
別
的
な
相

談
指
導 

・個別的な相談指導に関する専門性

を高め、効果的な個別指導を工夫・

改善し、適切に対応することがで

きる 

評
価
・
改
善 

・食に係る実態や目標達成度から給

食管理と食に関する指導について

適切に評価し、課題に対する解決

方法を明確にして改善に取り組む

ことができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

生
徒
指
導 

児
童
生
徒
理
解
に
基
づ
く
集

団
づ
く
り 

・児童生徒一人一人の変化を的確に

捉え、直ちにその変化の要因を確

認し、児童生徒の情報を収集し、

それを他の教職員と共有すること

ができる 

・自校の食に関する指導の全体計画

に基づき、具体目標と計画の設定

及び見直しを行うことができる 

・生徒指導担当教

員等による研修

や指導・助言を

受ける 

・学年や分掌等で

テーマを決め、

相談したり、協

議したりする 

・生活指導に関す

る会議等で意見

を述べたりする 

・生徒指導、教育相

談に関する具体

的な指導方法に

ついて助言する

力を身に付ける 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修 

 会 

指
導 

・深刻な課題を抱える特定の児童生

徒に対して、自校の生徒指導の方

針に基づき、教職員の連携し組織

的に事象に対応することができる 

・児童生徒の良さを引き出しなが

ら、個や集団に応じた指導を進め

ることができる 

教
育
相
談 

・教育相談等の必要性を判断し、Ｓ

Ｃ・ＳＳＷや関係機関等との効果

的な連携・協力を推進するととも

に、他の教職員に対して専門的な

知識を生かし指導・助言すること

ができる 

・教育相談に関わる基礎理論を深く

理解し、様々な資質や能力の積極

的な獲得を支援する教育相談の組

織的な取組を推進することができ

る 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

教
諭 

 
 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

の
対
応 

・児童生徒の個別の健康課題に対応

するために、専門的な知見を活用

し適切な指導・支援について他の

教職員に指導・助言することがで

きる 

・特別な配慮や支援への対応につい

て、専門的な知見を活用しながら

総合的に判断し、校内の体制整備

等の具体的な方策を提案すること

ができる 

・福祉・医療等の関係機関や専門家

等と連携しながら、組織的・継続

的に対応することができる 

・特別支援教育コ

ーディネーター

等と協議し、個

別の教育支援計

画等の作成に参

画し、SC 等から

助言を受け、支

援 の た め の 知

識・理解を深め

る 

・特別支援教育等

に関する具体的

な支援の方法等

について助言す

る力を身に付け

る 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

学
校
給
食
管
理
や
食
に

関
す
る
指
導
へ
の
活
用 

・学校給食の管理や食に関する指導

等において適切かつ効果的にＩＣ

Ｔを活用し、自己の実践を振り返

り改善に取り組むとともに、他の

教職員と連携・協働し取り組むこ

とができる 

・デジタル技術の

活用や、情報活

用能力の育成に

係る実践につい

て教職員と協議

する 

・ＩＣＴ活用指導

力 を 高 め る た

め、教職員等で

相談したり、協

議したりする 

・ＩＣＴを活用し

た効果的な指導

について助言す

る力を身に付け

る 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

指
導
力 

・ＩＣＴを学習のツールとして活用

し、効果的な食に関する指導を実

践できるよう工夫することができ

る 

デ
ー
タ
の
利

活
用 

・個々の児童生徒の健康課題の改善

を目指し、データを適切かつ効果

的に活用した指導・支援について

具体的に提案することができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

エ 充実期 

指標 校内研修 校外研修 

教
職
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、

よりよい教育の実現に向けて、研

究と修養に励み、教員として常に

学び続ける向上心を有している  

・教員としての仕事に対する使命感

や誇りをもち、責任感をもって職

務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、

高い倫理観を有するとともに、優

れた自己管理能力を備えている 

・教育課題に関わ

る法的な位置付

けや学習指導要

領を理解して、

主体的に対応す

る 

・自校の健康課題

を共有し、課題

解決に向けて取

り組むための体

制づくりについ

て具体的な提案

をする 

・資質・能力の向上

を目指し主体的

に研修に取り組

む 

・課題解決に向け

た具体的方法に

ついて助言する

力を身に付ける 

 

〈研修例〉 

・キャリアアップ

研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、

多様な児童生徒を受容するととも

に、良好な人間関係を構築する力

を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思い

を正しく受け止め、自分の思いを

適切に伝える優れたコミュニケー

ション能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒との信頼関

係を築いている 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・学校組織マネジメントの意義を理

解し、自校の特性を見極め、状況

に応じて教職員が能力を発揮でき

る体制づくりについて提案するこ

とができる 

・学校教育目標の実現に向け、教育

課程を点検することを通して、学

校改善を推進することができる 

・組織的に学校改善を推進するため

の具体的な方法について、他の教

職員に助言することができる 

連
携
・
協
働 

・自校の課題解決に向け、学校内外

における様々な人々と広く連携・

協働を図るための組織づくりにつ

いて提案することができる 

・自校の課題解決に向け、家庭や地

域・関係機関等との連携・協働を

推進するための具体的な方法につ

いて、他の教職員に指導・助言す

ることができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

危
機
管
理 

・自校の危機管理体制を常に点検す

ることができる 

・危機管理に関する課題解決に向け

た提案、改善など具体的な方法を

他の教職員に指導・助言すること

ができる 

  

専
門
領
域
に
お
け
る
指
導 

栄
養
管
理 

・学校給食の献立作成や調理、配食

に関し、地域の栄養教諭等の中心

的な役割を果たすことができる 

・教職員や地域の

栄養教諭等と栄

養管理や衛生管

理について協議

しながら業務を

遂行するととも

に、必要に応じ

て指導・助言を

する 

・教員等の授業を

参観し、必要に

応じて助言する 

・教職員等と食に

関する目標や取

組内容を協議す

る 

 

・栄養管理や衛生

管理について具

体的な方法等に

ついて指導・助

言する力を身に

付ける 

 

〈研修例〉 

・教科等専門研修

講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・県教委主催研修

会 

・研究会が主催す

る研修会 

衛
生
管
理 

・衛生管理に関して、常に新しい知

識を習得し、地域の指導的役割を

果たすことができる 

各
教
科
等
に
お
け
る
食
に
関

す
る
指
導 

・食に関する指導の中心的な役割を

担い、食育の充実に向け他の教職

員に適切に助言することができる 

・地域の食文化や地場産物等を理解

し、学校給食の献立と食に関する

指導を関連付けながら、地域の関

係者と連携し取り組むことができ

る 

個
別
的
な

相
談
指
導 

・個別的な相談指導の具体的な方法

について、他の教職員に指導・助

言することができる 

評
価
・
改
善 

・自校や地域の食に関する課題への

対応から給食管理と食に関する指

導について適切に評価し、率先し

て改善に取り組むことができる 



 

- 78 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

生
徒
指
導 

児
童
生
徒
理
解
に
基
づ
く
集
団
づ
く
り 

・事象の要因を確認する際の対応及

びその情報の取扱いを適切に行

い、具体的指導例を伴って、他の

教職員とともに対応することがで

きる 

・自校の教育目標の実現に向け、食

に関する指導の全体計画を点検す

ることを通して、改善に取り組む

ことができる 

・生徒指導担当教

員等による研修

や指導・助言を

受ける 

・学年や分掌等で

テーマを決め、

相談したり、協

議したりする 

・生活指導に関す

る会議等で意見

を述べたりする 

・生徒指導や教育

相談に関する具

体的な指導方法

等について、専

門的知識に基づ

き助言する力を

身に付ける 

 

〈研修例〉 

・キャリアアップ

研修講座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 指
導 

・深刻な課題を抱える児童生徒への

対応について、専門的な知識を生

かし、他の教職員の指導方法につ

いて指導・助言することができる 

・個や集団に応じた指導の在り方に

ついて他の教職員に対して的確に

助言することができる 

教
育
相
談 

・教育相談等の必要性を判断し、Ｓ

Ｃ・ＳＳＷや関係機関等との効果

的な連携・協力を推進するととも

に、他の教職員に対して専門的な

知識を生かし指導・助言すること

ができる 

・教育相談に関わる基礎理論を深く

理解し、様々な資質や能力の積極

的な獲得を支援する教育相談の組

織的な取組を推進することができ

る 



  

- 79 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

教
諭 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

の
対
応 

・児童生徒の個別の健康課題に対応

するために、専門的な知見を活用

し適切な指導・支援について他の

教職員に指導・助言することがで

きる 

・特別な配慮や支援への対応につい

て、専門的な知見を活用しながら

総合的に判断し、校内の体制整備

等の具体的な方策を提案すること

ができる 

・福祉・医療等の関係機関や専門家

等と連携しながら、組織的・継続

的に対応することができる 

・特別支援教育コ

ーディネーター

等と協議し、個

別の教育支援計

画等の作成に参

画し、SC 等から

助言を受け、支

援 の た め の 知

識・理解を深め

る 

・特別支援教育等

に関する具体的

な指導方法等に

ついて助言をす

る力を身に付け

る 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用 

学
校
給
食
管
理
や
食
に

関
す
る
指
導
へ
の
活
用 

・学校給食の管理や食に関する指導

等においてＩＣＴを多様な視点で

活用し、学校内外の中核となって

取り組むとともに、効果的な活用

について他の教職員に指導・助言

することができる 

・デジタル技術の

活用や、情報活

用能力の育成に

係る実践につい

て教職員と協議

する 

・ＩＣＴ活用指導

力 を 高 め る た

め、教職員等で

相談したり、協

議したりする 

・ＩＣＴを活用し

た効果的な指導

について助言す

る力を身に付け

る 

 

〈研修例〉 

・課題別研修講座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力 

・児童生徒がＩＣＴを学習のツール

として使いこなし、食に関する指

導を進められるように、児童生徒

の発達段階に応じて指導を工夫す

ることができる 

デ
ー
タ
の
利

活
用 

・データの利活用に係る校内外の組

織の整備を図るとともに、改善や

効果的な活用に向け、評価・改善

を行うことができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

(4) 市町村立小中学校事務職員 

ア 基礎形成期（目安：経験３年目以下の主事） 

指標 校内研修 校外研修 

学
校
事
務
職
員
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、児

童生徒の育ちを支援するために、教

職員として長期的視野に立った自

己研鑽を積み、常に学び続ける向上

心を有している 

・教職員としての仕事に対する使命

感や誇りをもち、責任感をもって職

務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、高

い倫理観を有するとともに、優れた

自己管理能力を備えている 

・児童生徒や教職

員とのコミュニ

ケーションを大

切にするととも

に、校内での研

修・研究に関して

自分の意見を伝

える 

・職員会議や職員

研修等の内容を

理解し、管理職や

教職員から自分

の役割について

助言を受けなが

ら校務に参画す

る 

 

・必要な資質・能力

の向上を目指し

て、主体的・意欲

的に研修に取り

組む 

・家庭や地域との

連携や学校安全

に関する基礎・基

本を身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・新規採用者研修

講座 

・初期研修講座 

・教科等専門研修

講座 

・課題別研修講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、多

様な児童生徒を受容するとともに、

良好な人間関係を構築する力を備

えている 

・状況や目的に応じて、相手の思いを

正しく受け止め、自分の思いを適切

に伝え、職場内外で協調性・調整力

を発揮する優れたコミュニケーシ

ョン能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒に接し、信頼

関係を築いている 

企
画
運
営
調
整
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト 

・自校の教育目標を理解し、児童生徒

一人一人を大切にした学校づくり

に取り組むことができる 

・学校組織マネジメントの仕組みを

理解し、行政職員として果たすべき

役割を意識して職務を遂行するこ

とができる 

連
携
・
協
働 

・学校間及び地域や関係機関等との

連携の実態を把握することができ

る 

・地域との連携活動に積極的に関わ

って地域の人材・資源を知るととも

に、地域コーディネーターの役割や

仕事内容を理解することができる 



  

- 81 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

危
機
管
理 

・学校安全に関する基礎的な知識を

有し、事象発生時には正しい手順で

対応することができる 

・危機管理マニュアル等を確認しな

がら、未然防止のための身の回りの

安全点検を行うことができる 

  

児
童
生
徒
理
解
・
教
育

活
動 

・自校の教育目標と県及び市町村の

教育目標との関連を理解するとと

もに、自校の教育活動の実態を把握

することができる 

・自校の児童生徒の実態や状況を多

面的に理解・把握し、児童生徒に関

わることができる 

専
門
領
域
に
お
け
る
業
務
遂
行 

業
務
設
計 

・自校の教育目標と県及び市町村の

教育目標との関連を理解するとと

もに、自校の教育活動の実態を把握

することができる 

・自校の児童生徒の実態や状況を多

面的に理解・把握し、児童生徒に関

わることができる 

・校外研修及び、グ

ループワーキン

グや共同学校事

務室、研究会活動

等で得た知識を

もとに主体的に

業務に取り組む 

 

・職務やその在り

方を理解し、学

校事務に関する

専門的知識と実

践力を身に付け

る 

 

＜研修例＞ 

・新規採用者研修

講座 

・初期研修講座 

・教科等専門研修

講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・県教委主催研修

会 

・研究会主催研修

会 

業
務
実
践 

・市町村立小中学校事務職員標準的

職務内容一覧表に示された職務に

関する実務を習得し、担当する業務

に迅速・正確に取り組むことができ

る 

・研修及び研究の意義を理解して意

欲的に取り組み、その成果を自己の

業務実践に生かすことができる 

評
価
・
改
善 

・目標に照らし合わせて自己の業務

を評価し、改善に取り組むことがで

きる 

・他の教職員からの助言・支援を業務

の改善に生かすことができる 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン

グ
・
共
同
学
校
事
務
室 

・他の事務職員から学ぼうとする意

欲をもち、学んだことを日々の業務

に生かすことができる 



 

- 82 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の

対
応 

・児童生徒の行動等の背景にある特

性について理解し、その特性に応じ

た配慮や支援をすることができる 

・課題を抱える児童生徒やその保護

者に対して、担当分掌業務を通して

情報提供や環境整備等の支援をす

ることができる 

・職員会議や職員

研修等で児童生

徒の実態を把握

し、支援のための

知識・理解を深め

る 

 

・特別支援教育等

に関する基礎的・

基本的な知識を

身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・新規採用者研修

講座 

・初期研修講座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講  

 座 

・研究会主催研修

会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

校
務
へ
の
活
用 

・ＩＣＴ活用についての知識・技能を

身に付け、学校事務の遂行におい

て、ＩＣＴを適切に活用することが

できる 

・校務において積

極的にＩＣＴを

活用する 

・職員会議や職員

研修等に参加し

て校内の教育デ

ータ活用の実態

を把握する 

・ＩＣＴ活用の基

礎・基本を身に付

ける 

 

＜研修例＞ 

・新規採用者研修

講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

教
育
デ
ー
タ
の
利

活
用
支
援 

・教育データを適切に活用すること

の意義と効果を理解するとともに、

自校の活用実態を把握することが

できる 

  



  

- 83 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

イ 基礎定着期（目安：経験４年目以上の主事・主任主事) 

指標 校内研修 校外研修 

学
校
事
務
職
員
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止め、児

童生徒の育ちを支援するために、

教職員として長期的視野に立った

自己研鑽を積み、常に学び続ける

向上心を有している 

・教職員としての仕事に対する使命

感や誇りをもち、責任感をもって

職務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底し、高

い倫理観を有するとともに、優れた

自己管理能力を備えている 

・児童生徒や教職

員とのコミュニ

ケーションを大

切にするととも

に、校内での研

修・研究に関して

自分の意見を適

切に伝える 

・教育課程や自校

の教育課題につ

いて理解を深め、

組織の一員とし

て、会議等で課題

解決の方法を検

討する 

 

・必要な資質・能力

の向上を目指し

て、主体的・意欲

的に研修に取り

組む 

・家庭や地域・関係

機関等との連携

や学校安全に関

する具体的な進

め方や適切な対

応方法を身に付

ける 

 

＜研修例＞ 

・教科等専門研修

講座 

・課題別研修講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有し、多

様な児童生徒を受容するととも

に、良好な人間関係を構築する力

を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思いを

正しく受け止め、自分の思いを適

切に伝え、職場内外で協調性・調整

力を発揮する優れたコミュニケー

ション能力を備えている 

・愛情をもって児童生徒に接し、信頼

関係を築いている 

企
画
運
営
調
整
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・学校の社会的役割を理解し、他の教

職員と協働し、組織の一員として、

自身の意見を効果的に伝えるなど

積極的に学校運営に参画すること

ができる 

 

 

 

 

 

 



  

- 84 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

連
携
・
協
働 

・家庭や地域・関係機関等と良好な関

係を築き、連携・協働した活動を推

進することができる 

・学校運営に必要な情報を収集して

活用するとともに、家庭や地域へ学

校理解を得るために情報を発信す

ることができる 

  

危
機
管
理 

・危機管理の重要性や自己の役割を

十分理解し、事象発生時には適切

に対応することができる 

・安心・安全な学校づくりのために、

他の教職員と協働して取り組むこ

とができる 

児
童
生
徒
理
解
・
教
育

活
動 

・教育課程を理解し、自校の経営計画

と事務部経営計画を関連させて事

務部経営に取り組み、学校行事や教

育活動を支援することができる 

・児童生徒の自己存在感を高めるこ

とを意識して、積極的に児童生徒に

関わることができる 

専
門
領
域
に
お
け
る
業
務
遂
行 

業
務
設
計 

・市町村立小中学校事務職員標準的

職務内容一覧表に示された職務内

容と教育活動を関連させて、事務部

経営計画を立案することができる 

・校外研修で学ん

だ知識を生かし

て、校内で行う業

務の効率化や改

善等を行う 

・児童生徒の教育

活動を参観して、

自分の業務と結

びつけて支援方

法を検討する 

・学校事務職員と

しての専門性と

実践力を高める 

 

＜研修例＞ 

・教科等専門研修

講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・県教委主催研修

会 

・研究会主催研修

会 

業
務
実
践 

・事務部経営計画に沿って、教職員と

連携して業務を遂行することがで

きる 

・市町村立小中学校事務職員標準的

職務内容一覧表に示された職務に

関する実務に習熟し、教職員からの

相談等に適切に対応することがで

きる 

・学校事務の効率化や業務改善等の

研究に積極的に取り組むことがで

きる 



  

- 85 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

評
価
・
改
善 

・自己の業務の進捗状況や完成度か

ら進め方や手順を評価し、課題を明

確にした上で、改善に取り組むこと

ができる 

・他の教職員と協働する業務につい

て協議し改善に生かすことができ

る 

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン

グ
・
共
同
学
校
事
務
室 

・自己の役割を理解し、他の事務職員

と協働して取り組むことができる 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

の
対
応 

・児童生徒の行動等の背景にある特

性について理解し、その特性に応

じた配慮や支援をすることができ

る 

・課題を抱える児童生徒やその保護

者に対して、担当分掌業務を通して

情報提供や環境整備等の支援をす

ることができる 

・特別支援学級担

当や生徒指導担

当教員等から、特

別な配慮や支援

を必要とする児

童生徒への対応

方法を学ぶ 

 

・特別支援教育等

に関する専門的

な知識・理解を深

め、適切な支援方

法について理解

する 

 

＜研修例＞ 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

・研究会主催研修

会 



  

- 86 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

校
務
へ
の
活
用 

・学校事務の効率化を図るために、Ｉ

ＣＴを活用した効果的な業務改善

に取り組むことができる 

・ＩＣＴを効果的

に活用した業務

実践を提案する 

・自校の学習指導

と生徒指導等の

改善のための、教

育データ活用の

課題を理解する 

・ＩＣＴ活用力を

向上させるとと

もに、他校の効果

的な教育データ

活用情報を入手

する 

 

＜研修例＞ 

・教科等専門研修

講座 

・ちょっと学びタ

イム研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講

座 

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
支
援 

・学習指導と生徒指導等の改善のた

めの、自校の教育データ活用を支援

することができる 

 

ウ 伸長期（目安：主査） 

指標 校内研修 校外研修 

学
校
事
務
職
員
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止

め、児童生徒の育ちを支援す

るために、教職員として長期

的視野に立った自己研鑽を積

み、常に学び続ける向上心を

有している 

・教職員としての仕事に対する使

命感や誇りをもち、責任感をも

って職務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底

し、高い倫理観を有するととも

に、優れた自己管理能力を備え

ている 

・児童生徒や教職員

とのコミュニケー

ションを大切にす

るとともに、校内

での研修・研究に

関して他者の意見

を受け止め、自分

の意見を適切に伝

える 

・自校の教育課題を

分析・重点化し、研

修・研究等の機会

を通して対応方法

を検討する 

・必要な資質・能力の

向上を目指して、

主体的・意欲的に

研修に取り組む 

・家庭や地域・関係機

関等との連携や危

機管理に関する具

体的な進め方や適

切な対応方法につ

いて具体的に助言

する力を身に付け

る 

 

＜研修例＞ 

・中堅教諭等資質向

上研修講座 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 



  

- 87 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有

し、多様な児童生徒を受容する

とともに、良好な人間関係を構

築する力を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思

いを正しく受け止め、自分の思

いを適切に伝え、職場内外で協

調性・調整力を発揮する優れた

コミュニケーション能力を備

えている 

・愛情をもって児童生徒に接し、

信頼関係を築いている 

  

企
画
運
営
調
整
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト 

・学校評価や監査結果等から自校

の取組の成果と課題を検証し、

学校組織をつなぐ中核として、

業務の見直しや課題解決に向

けて、他の教職員に助言するこ

とができる 

連
携
・
協
働 

・学校運営協議会・学校評議員会

等に参画し、自校の活動を伝え

つつ理解と協力を得ることが

できる 

・家庭や地域・関係機関等と連

携・協働した活動を計画・推進

するとともに、自校の課題を解

決するための手法について他

の教職員に助言することがで

きる 

危
機
管
理 

・安全点検の集約やマニュアル整

備など、教職員の中心となって

危機の未然防止に取り組むこ

とができる 

・自校の危機管理の具体的な方法

について、他の教職員に助言す

ることができる 



  

- 88 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 
児
童
生
徒
理
解
・
教
育
活
動 

・各種校内対策委員会等に参画し

て自校の教育課題に対する解

決策を検討するとともに、教職

員とともに課題解決に取り組

むことができる 

・自校の授業研究等に参画して児

童生徒の活動実態を把握し、支

援体制・環境整備について提案

することができる 

  

専
門
領
域
に
お
け
る
業
務
遂
行 

業
務
設
計 

・自校の教育目標の達成に向け

て、目標と実践と評価が一体化

した事務部経営計画を立案で

きる 

・職務に対する高度な知識と経験

を踏まえて、学校事務の業務改

善を提案できる 

・学校事務の業務改

善を検討し職員会

議等で提案すると

ともに、教職員の

業務に関して助言

を行う 

・校内での研修・研究

に積極的に参加し

て、自分の業務を

通してできる教育

目標達成に向けた

支援等について提

案する 

 

・実践力を養うとと

もに、積極的に他

校の効果的な取組

実践を入手する 

 

＜研修例＞ 

・中堅教諭等資質向

上研修講座 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・県教委主催研修会 

・研究会主催研修会 

業
務
実
践 

・事務部主任としてマネジメント

の手法を取り入れて事務部経

営を遂行することができる 

・職務に対する高度な知識と経験

を踏まえて、他の教職員が担当

する学校事務に関して助言す

ることができる 

・自校の研究活動に参画し、学校

事務と結び付けて研究推進に

取り組むことができる 

評
価
・
改
善 

・目標達成度から適切に学校事務

を評価し、課題に対する解決方

法を明確にして改善に取り組

むことができる 

・他の教職員が担当する学校事務

に対して、具体的な改善案を示

しつつ、助言することができる 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
・

共
同
学
校
事
務
室 

・自ら役割を担いそれを的確に

果たすとともに、積極的に他の

事務職員を支援することがで

きる 

  

 



  

- 89 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

伸
長
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ

の
対
応 

・学校全体に係る特別支援教育を

理解し、適切な支援方法につい

ての情報等を収集して自校の

活動を支援することができる 

・特別な配慮や支援への対応に関

する校内の体制整備等の具体

的な方策を、行政職員の視点か

ら提案することができる 

・児童生徒一人一人

の特性に応じた適

切な支援を行うた

めの環境整備につ

いて助言・提案を

行う 

 

・特別支援教育等に

関する適切な支援

を行うための環境

整備について助言

する力を身に付け

る 

 

＜研修例＞ 

・中堅教諭等資質向

上研修講座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用 

校
務
へ
の
活
用 

・教職員が校内情報を共有するた

めの環境を整備し、利活用を促

進することができる 

・ＩＣＴ活用におけ

る環境整備につい

て、改善策を提案

する 

・ＩＣＴを校務に活

用したり教育デー

タを効果的に活用

したりするうえで

必要な環境整備に

ついて助言する力

を身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・ＮＩＴＳ研修講座 

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用

支
援 

・教職員が教育データを適切かつ

効果的に活用するための環境

を整備し、活用を促進すること

ができる 



 

- 90 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

エ 充実期（目安：主任主査） 

指標 校内研修 校外研修 

学
校
事
務
職
員
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止

め、児童生徒の育ちを支援する

ために、教職員として長期的視

野に立った自己研鑽を積み、常

に学び続ける向上心を有して

いる 

・教職員としての仕事に対する使

命感や誇りをもち、責任感をも

って職務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底

し、高い倫理観を有するととも

に、優れた自己管理能力を備え

ている 

・児童生徒や教職員

とのコミュニケー

ションを大切にす

るとともに、校内

での研修・研究に

関して他者の意見

を受け止め、自分

の意見を適切に伝

え、改善策等を提

案する 

・自校の教育課題を

共有し、課題解決

に向けて教職員が

組織的に対応でき

る体制づくりにつ

いて提案する 

・必要な資質・能力の

向上を目指して、

主体的・意欲的に

研修に取り組む 

・家庭や地域・関係機

関等との連携や危

機管理に関する具

体的な進め方や適

切な対応方法につ

いて学校経営の視

点から具体的に指

導・助言する力を

身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有

し、多様な児童生徒を受容する

とともに、良好な人間関係を構

築する力を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思

いを正しく受け止め、自分の思

いを適切に伝え、職場内外で協

調性・調整力を発揮する優れた

コミュニケーション能力を備

えている 

・愛情をもって児童生徒に接し、

信頼関係を築いている 

企
画
運
営
調
整 

・自校の教育目標の達成に向け

て、学校組織マネジメントの手

法を取り入れながら学校経営

計画を推進するとともに、学校

評価結果を反映させた学校改

善を推進することができる 

・自校の特性を見極め、状況に応

じて教職員が能力を発揮でき

る体制づくりを提案すること

ができる 



 

- 91 - 

 

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

連
携
・
協
働 

・自校の課題解決に向け、学校内

外における様々な人々と広く

連携・協働を図るための組織づ

くりを行うとともに、学校を取

り巻く資源を効果的に活用す

ることができる 

・自校の課題解決に向け、家庭や

地域・関係機関等との連携・協

働を推進するための具体的な

方法について、他の教職員に指

導・助言することができる 

  

危
機
管
理 

・自校の危機管理体制を常に点

検することができる 

・危機管理に関する課題解決に向

けた提案・改善等、具体的な方

法について他の教職員に指導・

助言することができる 

児
童
生
徒
理
解
・
教
育
活
動 

・自校の取り組むべき教育課題を

明らかにし、目標達成のための

効果的な手段を提案するなど

して、組織的な取組を推進する

ことができる 

・自校のカリキュラム・マネジメ

ントの推進に率先して取り組

むことができる 

専
門
領
域
に
お
け
る
業

務
遂
行 

業
務
設
計 

・自校の教育目標達成の観点か

ら、他の分掌と融合できる事務

部経営計画を立案し、学校経営

計画の構想等に対して助言す

ることができる 

・俯瞰的視野に立って学校業務の

改善を提案することができる 

・専門領域における

具体的な業務遂行

方法等について、

他の教職員に指

導・助言する 

 

・専門領域における

具体的な業務遂行

方法等について、

他の教職員に指

導・助言する力を

身に付ける 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

業
務
実
践 

・職務に対する高度な知識と経験

を踏まえて、学校事務に関する

諸規定を整備するとともに、他

の教職員が担当する学校事務

に関して指導・助言することが

できる 

・今日的な教育の動向を把握し、

学校事務と結び付けて必要と

なる専門性を追求するための

研究に取り組むことができる 

＜研修例＞ 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・県教委主催研修会 

・研究会主催研修会 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 

評
価
・
改
善 

・自校の課題への対応や事務部経

営目標の達成の視点から学校事

務を適切に評価し、率先して改善

に取り組むことができる 

・学校事務における業務改善をリ

ードしつつ、他の教職員に指

導・助言することができる 

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン

グ
・
共
同
学
校
事
務
室 

・事務リーダーを補佐し、業務改

善・効率化及びＯＪＴによる人

材育成を推進することができ

る 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
の
対
応 

・学校全体に係る特別支援教育を

理解し、適切な支援方法につい

ての情報等を収集して自校の

活動を支援することができる 

・特別な配慮や支援への対応に関

する校内の体制整備等の具体

的な方策を、行政職員の視点か

ら提案することができる 

・特別支援教育に関

して学校経営の視

点から校内の体制

整備等の具体的な

方策を検討し助

言・提案を行う 

 

・特別支援教育等に

関して学校経営の

視点から助言する

力を身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・キャリアアップ研

修 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活

用 
校
務
へ
の
活
用 

・ＩＣＴを活用した学校事務の強

化に取り組むとともに、ホーム

ページ等による学校情報の発

信を推進することができる 

・学校情報の発信に

ついて教職員と検

討する 

・各教員の授業や各

分掌の取組状況を

把握し、学校経営

の視点からに教育

データの効果的な

利活用を支援する 

・ＩＣＴ活用につい

て指導・助言する

力を身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・ＮＩＴＳ研修講座 
教
育
デ
ー
タ
の

利
活
用
支
援 

・授業改善や効果的な指導・支援

を充実させるため、教育データ

の利活用に関する評価・改善に

ついて支援することができる 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

オ 充実期（事務リーダー） 

指標 校内研修 校外研修 

学
校
事
務
職
員
に
必
要
な
素
養 

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢 

・環境の変化を前向きに受け止

め、児童生徒の育ちを支援する

ために、教職員として長期的視

野に立った自己研鑽を積み、常

に学び続ける向上心を有して

いる 

・教職員としての仕事に対する使

命感や誇りをもち、責任感をも

って職務に当たっている 

・法令や服務規準の遵守を徹底

し、高い倫理観を有するととも

に、優れた自己管理能力を備え

ている 

 ・学校事務職員組織

内の事務職員をリ

ードし、資質向上

のために指導・助

言する力を身に付

ける 

 

＜研修例＞ 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

・豊かな人間性や人権感覚を有

し、多様な児童生徒を受容する

とともに、良好な人間関係を構

築する力を備えている 

・状況や目的に応じて、相手の思

いを正しく受け止め、自分の思

いを適切に伝え、職場内外で協

調性・調整力を発揮する優れた

コミュニケーション能力を備

えている 

・愛情をもって児童生徒に接し、

信頼関係を築いている 

企
画
運
営
調
整
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

・事務職員組織の目指す目標を定

めて意識の共有を図り、その達

成に向けて組織内の事務職員

を支援しリードすることがで

きる 

連
携
・
協
働 

・事務職員組織における業務の円

滑な遂行のために、校長会・教

頭会及び教育委員会や関係機

関等と連携を図ることができ

る 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

 
危
機
管
理 

・事務職員組織内の学校の危機管

理に関する課題解決に向けて、

情報提供等の支援をすること

ができる 

  

児
童
生
徒
理

解
・
教
育
活
動 

・事務職員組織内の学校の学校事

務を効率化して、教員が教育活

動に専念できる環境支援をす

ることができる 

専
門
領
域
に
お
け
る
業
務
遂
行 

業
務
設
計 

・事務職員組織を総括し、業務を

計画的・組織的に推進するとと

もに、組織内の学校の事務部経

営計画の立案を支援すること

ができる 

 ・学校事務職員組織

内の事務職員が、

各校において専門

領域における業務

を円滑に遂行でき

るよう支援する力

を身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・キャリアアップ研

修講座 

・教科等専門研修講

座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・県教委主催研修会 

・研究会主催研修会 

業
務
実
践 

・事務職員組織内の事務職員が、

主体的に学校経営を考え校内

で協働していくために支援す

ることができる 

評
価
・
改
善 

・事務職員組織の在り方や課題解

決に向けた研究に取り組むと

ともに、組織内の事務職員に対

して資質向上・研究推進に係る

指導・助言をすることができる 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ 

共
同
学
校
事
務
室 

・グループワーキング及び共同学

校事務室活動をさらに進展さ

せ活性化をリードするととも

に、後進を育成することができ

る 
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栄
養
教
諭
等 

基
礎
定
着
期 

 
 

栄
養
教
諭
等 

伸
長
期  

 

栄
養
教
諭
等 

充
実
期  

 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
形
成
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

基
礎
定
着
期 

 
 

学
校
事
務
職
員 

伸
長
期  

 

学
校
事
務
職
員 

充
実
期  

 

養
護
教
諭
等 

充
実
期  

 

栄
養
教
諭
等 

基
礎
形
成
期 

 

 

指標 校内研修 校外研修 

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応 

・事務職員組織内の学校の特別な

配慮や支援対応に関する課題

解決に向けて、情報提供等の支

援をすることができる 

 ・特別な配慮や支援

対応に関する課題

解決のための力を

身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・課題別研修講座 

・ＮＩＴＳ研修講座 

・研究会主催研修会 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の

利
活
用 

校
務
へ
の
活

用 ・事務職員組織内の学校のＩＣＴ

活用による学校事務の強化を

リードするとともに、教育委員

会との連携により教育データ

活用の環境整備を促進するこ

とができる 

 ・効果的なＩＣＴ活

用方法や教育デー

タ活用のための環

境整備について指

導・助言する力を

身に付ける 

 

＜研修例＞ 

・ＮＩＴＳ研修講座 

教
育
デ
ー
タ
の

利
活
用
支
援 

 


